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真夏の強い陽ざしのなかで、まっすぐに太陽に向かって咲く
「ひまわり」の花ことばは『あこがれ』です。

私たち大分赤十字病院は、
ひまわりの様に“強く”・“たくましい”病院として

成長しつづけたいと願っています。

広報誌 ひまわり の由来

大分赤十字病院の理念
人道・博愛の精神に基づく

心のこもった医療・看護を提供し

全ての人々の幸福を追求します

私たちは

救急・災害医療、がんの診療、生活習慣病

における急性期診療において

最善の医療を提供します

私たちの使命

救急
災害医療

がんの診療 生活習慣病



大分赤十字病院　院長

本　廣　　　昭

「
医
師
が
足
り
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
平

成
20
年
以
降
、
医
学
部
入
学
者
数
は
増
加
し
医
師
の
総

数
は
増
え
て
い
ま
す
（
人
口
10
万
対
医
師
数
：
Ｈ
18
年

２
０
６・３
人
、
Ｈ
28
年
２
４
０・
１
人
）。
医
師
が
不
足
し

て
い
る
の
で
は
な
く
「
医
師
の
偏
在
」
が
問
題
だ
と
言
わ
れ

ま
す
。

医
師
の
偏
在
に
は
二
つ
の
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
「
地
域
間
の
偏
在
」、
都
市
部
に
医
師
が
集
ま
っ

て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
道
府
県
別
に
み
る

と
人
口
10
万
人
当
た
り
医
師
数
が
最
も
多
い
の
は
京
都

（
２
４
５・
８
人
）、
最
も
少
な
い
の
が
埼
玉
（
１
２
７・
５

人
）
で
約
２
倍
の
差
に
な
っ
て
い
ま
す
（
全
国
平
均
は

１
８
９・
４
人
、
大
分
県
は
２
１
９・
１
人
で
上
か
ら
14
番

目
）。
２
０
０
４
年
に
「
新
医
師
臨
床
研
修
制
度
」
が
開
始

さ
れ
、
医
学
部
を
出
た
研
修
医
が
症
例
も
多
く
勤
務
条
件

の
良
い
都
会
の
病
院
で
の
研
修
を
希
望
し
て
出
身
大
学
に

残
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
地
方
の
多
く
の
大
学
は
、
大
学

で
の
働
き
手
を
確
保
す
る
た
め
に
こ
れ
ま
で
関
連
病
院
に

派
遣
し
て
い
た
医
師
を
引
き
揚
げ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果

地
方
の
、
特
に
過
疎
地
の
病
院
が
医
師
不
足
に
陥
っ
て
い
ま

す
。二

つ
め
は
「
診
療
科
間
の
偏
在
」
で
す
。
産
婦
人
科
・

小
児
科
の
な
り
手
が
少
な
い
と
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
最
近
は
少
し
持
ち
直
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の

大
き
な
問
題
は
外
科
医
の
不
足
で
す
。
特
に
若
い
外
科
医

が
不
足
し
、
Ｈ
12
年
に
２
４
，
４
４
４
人
い
た
外
科
医
が
Ｈ

28
年
に
は
２
２
，
１
９
３
人
と
約
１
割
減
少
し
て
い
ま
す
。

外
科
医
は
、
苦
し
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
を
自
分
が
培
っ
た

技
量
で
自
分
の
手
で
助
け
る
こ
と
が
出
来
る
、
困
難
な
手

術
を
成
功
さ
せ
た
時
の
達
成
感
に
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
外
科
医
の
仕
事
は
手
術
だ
け
で
は
な
く
、
術

後
数
年
間
の
フ
ォ
ロ
ー
、
術
後
化
学
療
法
、
再
発
・
転
移
し

最
期
を
迎
え
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
十
分
に
や
り
が
い
が

あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
外
科
医
の
仕
事
は

「
き
つ
い
・
汚
い
・
給
料
が
安
い
」
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ

る
よ
う
に
３
Ｋ
と
言
わ
れ
ま
す
。
更
に
訴
訟
の
リ
ス
ク
が
高

く
、
不
規
則
な
勤
務
時
間
、
長
時
間
労
働
も
外
科
医
の
負

担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
若
手
医
師
の
意
識
・
ニ
ー
ズ
が
変
わ

り
、
き
つ
い
仕
事
は
嫌
だ
と
い
う
人
が
増
え
て
き
て
い
る
こ

と
が
外
科
医
減
少
の
大
き
な
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。
外
科

を
希
望
す
る
可
能
性
が
低
い
女
性
医
師
の
増
加
も
要
因
の
一

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
医
学
部
入
学
者
数
の
１
／
３
以
上
が

女
性
）。

こ
の
ま
ま
外
科
医
の
減
少
が
続
け
ば
日
本
の
外
科
医
療

は
破
綻
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。
す
ぐ
に
外
科
医
を
増
や
す
手
段
は
無
い
の
で

す
が
、
ま
ず
は
外
科
医
の
勤
務
状
況
の
改
善
が
喫
緊
の
課

題
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
手
術
を
行
う
病
院
を

集
約
化
し
、
そ
こ
に
外
科
医
を
集
め
チ
ー
ム
と
し
て
活
動

し
外
科
医
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
更
に
、
あ
る
中
堅
女
性
医
師
か
ら
「
入
学
時
は
外
科

も
将
来
の
視
野
に
入
れ
て
い
た
、
し
か
し
大
学
で
の
６
年
間

を
過
ご
す
間
に
、
出
産
・
育
児
を
考
え
る
と
外
科
は
無
理

か
な
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
新
入
生
の
頃
か
ら
「
女
性
も
外
科
で
働
け
ま
す
」
と

い
う
働
き
か
け
を
行
い
、
女
性
が
外
科
の
中
で
充
分
に
そ
の

力
を
発
揮
で
き
る
体
制
作
り
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

外科医の不足

巻頭言
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大分赤十字病院では平成29年11月25日㈯に「第１回大分赤十字病院健康フェスタ」を開催しました。
これは地域の皆さまに当院のことをもっと知ってもらおうと企画したもので、今回が初めての取組
みになりました。
開催までに院内で話し合いを重ね、骨密度や血管年齢などがわかる健康チェックコーナーや大分東
明高校ブラスバンド部による演奏、コピーライターの吉田寛さんの特別講演など様々なイベントを行
うことができました。
当日は489名の方たちにご参加いただき、大盛況となりました。
ご参加いただきました皆さま、誠にありがとうございました。

第１回大分赤十字病院健康フェスタ

健康チェックコーナーでの様子

白衣やナース服を着るコーナーも大人気でした

大分東明高校ブラスバンド部によるパフォーマンス

救護服を着て記念撮影

コピーライターの吉田寛さんによる講演

皆さんが知っている曲で、会場も盛り上がりました開会式での本廣院長あいさつ

ハートラちゃん、けんけつちゃんと一緒に

様々な種類の非常食をご用意させていただきました

トピックス
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日本赤十字社は毎年、ANA（全日空）グループのご厚意により、病院など全国47か所の赤十字施設
にて「すずらんの花」「すずらんのしおり」「すずらんの切り花」を寄贈していただいております。
大分赤十字病院においてもご寄贈を受けることとなっており、毎年、ANAグループの客室乗務員の
方をお迎えして贈呈式を開催しております。
「しあわせ」「幸福の再来」などの花言葉を持つすずらんの花のプレゼントは、昭和31年から始まり
今年で63回目を迎えた歴史ある行事です。
心を込めて作成されたしおりは、ANAグループの客室乗務員の方より入院生活を送る患者さんに直

接手渡され、受け取られた方たちは皆さん笑顔になっていました。
また、しおり以外にもご寄贈いただいた鉢植えや切り花は、外来やお見舞いで来られた方たちにもお
花を見ていただけるよう総合案内や窓口に飾られ、院内を鮮やかに彩ってくれました。

すずらん贈呈式

トピックス
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みなさん、５月12日は何の日かご存知でしょうか。
毎年５月12日は「看護の日」、その日を含む日曜日から土曜日までが「看護週間」となっています。
「看護の日」は今後の社会を支えていくために重要となってくる、看護の心、ケアの心、助け合いの
心を認知、普及するため、近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲールの誕生日にちなみ設定され
ました。
それにともない当院でも「看護の日・看護週間」事業の一環として、平成30年５月16日、23日に

「ふれあい看護体験」を行いました。
「ふれあい看護体験」は、市民のために保健医療福祉施設がドアを開き、見学や簡単な看護体験、関
係者との交流などを行うイベントです。
当院では今回、大分市内７つの高校から計25名の生徒に参加していただきました。
参加者は病院長から一日看護師委嘱状を授与され、その後病棟で看護体験をしてもらいました。
看護体験を行う際は、看護師１名が担当看護師となり、看護体験をマネジメントしていきます。参加
者は患者さんとお話をしたり、手足浴・洗髪などを行ったりしました。
また、実際に車イスやストレッチャーに乗ったり、移送されたりなど普段体験できないさまざまな体
験を行いました。
最初は緊張のせいか表情も硬かったのですが、次第に表情も柔らかくなり、患者さんとも楽しそうに
会話をしていました。
参加者の多くは、看護職の仕事に興味を持っていたり、看護職を目指そうとしていたりする方で、実

際に体験された方からは、看護職の仕事をより身近に感じてもらえたという声をいただけました。
今回の看護体験を通して初心に返ることができたと話す看護師や、自身も以前ふれあい看護体験を経
験し看護師になったという職員もいました。
このようなイベントで一人でも多くの人が看護職を目指していただけるよう、今後も継続していきた
いと思います。

ふれあい看護体験

トピックス
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実施期間：平成29年8月22日（火）～24日（木）　　アンケート用紙配付総数：200　　回答数：148　　回答率：74％

大分赤十字病院　平成29年度　患者満足度調査結果集計報告（外来）

男女比 初診患者

１．あなたは当院をどのように評価しますか（全体評価）

年　代

再診患者

２．診察までの待ち時間はいかがですか

5.看護師の対応はいかがですか

3．会計までの待ち時間はいかがですか

6.会計窓口の対応はいかがですか

4.医師の説明はわかりやすいですか

7.院内の案内標識はいかがですか

男41％女53％

無回答6％

再診（予約あり）
80.9％

再診
（予約なし）7％

0 20 40 60 80 100

非常に満足　40％ やや満足　41％
どちらとも
言えない
10％

やや不満　2％

無回答　6％

不満　1％

20歳未満3％

50代9％

60代28％70代29％

無回答3％
80歳以上15％

20代4％
30代3％
40代6％

初診
（紹介状あり）

64％

初診
（紹介状なし）

36％

22％

37％
26％

9％ 6％

69％
22％

3％ 6％

62％29％

3％ 6％

67％
25％

1％ 7％

67％20％

1％
6％6％

52％33％

9％ 6％

■ 5. 非常に満足　■ 4. やや満足　■ 2. やや不満　■ 1. 不満　■ 0. 無回答

（回答数205　　平均2.8）

（回答数206　　平均3.7）

（回答数205　　平均3.6）

（回答数203　　平均3.7）

（回答数205　　平均3.6）

（回答数204　　平均3.4）

8．院内の清潔度はいかがですか 9．駐車場の枠数は十分ですか 10.プライバシーは守られていましたか

52％34％

4％ 6％ 19％

30％21％

21％

9％ 57％

2％

25％

21％
4％

（回答数206　　平均3.5） （回答数173　　平均2.8） （回答数191　　平均3.6）

11.受付から診察までの流れはわかりやすかったですか

30％

1％

56％
13％

（回答数96　　平均3.6）

（初診の方のみ）
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10.看護師の対応はいかがですか8.看護師等の入院生活の看護はいかがですか 9.医師の対応はいかがですか

79％

18％
1％ 2％

74％

20％

4％
2％

74％

22％
2％
1％
1％

（回答数145　　平均4.8）

4.医師の検査の説明は分かりやすいですか3.医師の薬の説明は分かりやすいですか2.全体的な診療内容はいかがですか

67％
26％

3％
1％ 3％

62％25％

6％
1％ 6％

59％34％

3％
1％
3％

（回答数144　　平均4.6）（回答数140　　平均4.6）（回答数143　　平均4.6）

（回答数145　　平均4.7）

7.看護師への質問や相談はしやすいですか5.医師の診察はいかがですか 6.医師への質問や相談はしやすいですか

74％

22％

1％
3％

66％
26％

4％
1％ 3％

68％

27％

3％
2％

（回答数144　　平均4.8）（回答数144　　平均4.6） （回答数145　　平均4.7）

（回答数147　　平均4.7）

平成29年8月22日（火）～24日（木）　　アンケート用紙配付総数：200　　回答数：148　　回答率：74％

大分赤十字病院　平成29年度　患者満足度調査結果集計報告（入院）

男女比

１．あなたは当院をどのように�評価しますか（全体評価）

年　代

男48％女48％

無回答4％

0 20 40 60 80 100

非常に満足　61％ やや満足　32％

やや不満　1％

無回答　3％

どちらとも言えない　2％

20歳未満1％

50代11％

60代28％
70代29％

無回答2％
80歳以上13％

20代5％
30代1％
40代10％

■ 5. 非常に満足　■ 4. やや満足　■ 3. どちらとも言えない　■ 2. やや不満　■ 1. 不満　■ 0. 無回答

（ 6 ）



13.リハビリテーション科職員の対応はいかがですか

26.安全面で不安を感じませんでしたか

12.放射線技師の対応はいかがですか

27.あなたの大切な人に当院を勧めたいですか

28％

15％
7％

1％1％

48％

64％

5％ 5％2％
1％

23％

48％
24％

6％
1％

21％

43％
7％ 5％
1％

44％

（回答数76　　平均4.3）

11.薬剤師の対応はいかがですか

51％

26％

7％
16％

（回答数124　　平均4.5）

14.外来受付職員の対応はいかがですか

46％
16％

7％

1％
1％

31％

（回答数124　　平均4.4）

17.薬剤師の身だしなみはいかがですか

58％

18％

18％
6％

（回答数121　　平均4.6）

20.外来受付職員の身だしなみはいかがですか

55％

20％

19％

6％

（回答数118　　平均4.6）

23.お風呂は使いやすいですか

34％
1％
3％
10％

40％

12％

（回答数133　　平均4.2）

（回答数140　　平均4.6）

（回答数117　　平均4.5）

16.看護師の身だしなみはいかがですか15.医師の身だしなみはいかがですか

75％

5％
18％

2％

70％

5％
22％

3％

（回答数141　　平均4.8）（回答数140　　平均4.7）

19.リハビリテーション科職員の身だしなみはいかがですか18.放射線技師の身だしなみはいかがですか

36％44％

12％7％

1％

54％

22％

18％
6％

（回答数83　　平均4.5）（回答数115　　平均4.6）

22.病室やトイレは清潔でしたか21.プライバシーは守られていましたか

51％

2％4％ 4％

31％

8％

55％

20％1％

27％

6％

（回答数142　　平均4.3）（回答数136　　平均4.5）

25.食事の内容はいかがですか24.病室やデイルームは使いやすいですか

38％
4％ 6％
1％

38％

13％43％
2％11％

37％

7％

（回答数138　　平均4.1）（回答数132　　平均4.4）

（回答数140　　平均4.4）
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２
０
１
８
年
６
月
よ
り
薬
剤
師
が
病
棟
に
常
駐
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
た
だ
し
、
一
部

病
棟
を
除
き
ま
す
）。
薬
剤
師
が
病
棟
に
常
駐
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
か
？
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
話
を
す
る
前
に
、
皆
さ
ん
は
薬
剤
師
は
何
を
し
て
い
る
人
だ
と
思
い
ま
す
か
。
多
く
の

人
が
「
処
方
せ
ん
を
見
て
お
薬
を
作
っ
て
く
れ
る
人
」
と
考
え
る
と
思
い
ま
す
。
大
雑
把
に
一

言
で
い
う
と
そ
の
通
り
で
す
。
で
す
が
、
実
は
“
お
薬
を
作
る
”
た
め
に
薬
剤
師
は
必
ず
こ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。「
薬
の
量
は
正
し
い
か
な
？
」、「
使
い
方
（
服
用
す
る
時
間
や
回

数
な
ど
）
は
正
し
い
か
な
？
」、「
他
の
薬
と
の
飲
み
合
わ
せ
は
問
題
な
い
か
な
？
」
な
ど
、
患

者
さ
ん
に
お
薬
を
適
切
か
つ
安
全
に
使
っ
て
も
ら
う
た
め
、
い
く
つ
も
の
確
認
を
行
っ
た
上
で

お
薬
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
場
合
は
処
方
を
し
て
く
れ
た
医
師
に
連
絡
し
て
お
薬
を
変

更
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
私
た
ち
薬
剤
師
が
“
お
薬
を
作
る
”
時
に
常
日
頃

行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
薬
剤
師
が
病
棟
に
常
駐
す
る
と
？
と
い
う
話
に
戻
り
ま
す
が
、
入
院
し
て
い
る
患
者

さ
ん
の
薬
物
療
法
に
つ
い
て
、
よ
り
き
め
細
か
く
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
対
応
が
行
え
た
の
か
い
く
つ
か
お
示
し
し
ま
す
。

１
．�

抗
生
物
質
（
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
）
に
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
つ
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
ア
レ
ル

ギ
ー
歴
を
確
認
し
て
系
統
の
異
な
る
抗
生
物
質
（
非
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
）
に
変
更
す
る
こ

と
を
提
案
→
副
作
用
（
ア
レ
ル
ギ
ー
）
の
回
避

２
．�

血
液
検
査
か
ら
腎
機
能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
腎
機
能
に
見
合
っ

た
お
薬
の
量
に
減
ら
す
こ
と
を
提
案
→
過
量
投
与
（
必
要
以
上
に
お
薬
が
投
与
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
）
の
回
避

３
．�

抗
生
物
質
を
投
与
す
る
際
に
減
量
し
て
投
与
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
腎
機
能
は
正
常

な
の
で
減
量
せ
ず
に
通
常
量
で
投
与
す
る
こ
と
を
提
案
→
不
必
要
な
減
量
を
回
避
す
る

こ
と
で
本
来
の
治
療
効
果
が
期
待
で
き
る　
　

な
ど

こ
れ
ら
は
現
在
病
棟
に
常
駐
し
て
い
る
薬
剤
師
が
、
薬
物
療
法
に
関
し
て
医
師
に
提
案
を

行
っ
た
実
例
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
薬
局
の
中
で
処
方
せ
ん
を
見
て
い
る
だ
け
で
は
気
が

付
く
こ
と
が
難
し
か
っ
た
患
者
さ
ん
の
情
報
を
、
病
棟
に
常
駐
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
よ
り
適
切
な
薬
物
療
法
を
提
案
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
病
棟
で
は
患
者

さ
ん
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
看
護
師
さ
ん
と
の
情
報
共
有
も
容
易
に
な
り
、
お
薬
の
形
態
（
錠

剤
・
散
剤
・
液
剤
）
や
服
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
よ
り
良

い
方
法
に
変
更
を
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
薬
剤
師
は
薬
の
専
門
家
と
し
て
、
患
者
さ
ん

が
安
心
・
安
全
で
か
つ
最
適
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
医
師
・
看
護
師
・
そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
と

協
力
し
て
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
薬
剤
師
の
病
棟
常
駐
は
、
よ
り
良
い
医

療
を
提
供
す
る
た
め
に
貢
献
し
て
い
け
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
病
棟
で
薬
剤
師
を
見
か
け
た
際
は
ぜ
ひ
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

薬
剤
部 各部門からの

一言
各部門からの

一言

薬 剤 部
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平成30年度　大分赤十字病院　健康講座・看護教室予定表
開催日 種類 演　　　者 演　　　題

平成30年
５月28日㈪

健康講座 第二外科　副部長 吉　住　文　孝 災害時の医療について

看護教室 看護部　看護師長 小田原　千　春 災害時の備え

６月25日㈪

健康講座 消化器内科　医師 都　甲　和　美 炎症性腸疾患について

看護教室 西６病棟　看護師
筒　井　芳　美

正しく飲んで楽しく過ごそう
下　川　裕　加

７月23日㈪

健康講座 腎臓内科　副部長 大　野　絵　梨 身近な不摂生と慢性腎臓病

看護教室 西５病棟　看護師
木　下　由　梨

日常生活で私たちにできる事
高　瀨　真　央

８月27日㈪
健康講座 循環器内科　部長 室　園　祐　吉 不整脈と脳梗塞

看護教室 西４病棟　看護師 荒　添　桃　子 自身でできる心臓健康管理

９月25日㈫
健康講座 脳神経外科　部長 郭　　　忠　之 認知症の予防について

看護教室 作 業 療 法 士 田　崎　綾　花 脳を活性化する体操

10月22日㈪

健康講座 リウマチ科　医師 清　永　恭　弘 関節リウマチの話

看護教室 東３病棟　看護師
田　邉　博　子

できていますか？リウマチ患者さんの感染対策
川　野　　　愛

11月26日㈪

健康講座 呼吸器内科　副部長 藤　崎　秀　明 肺炎球菌ワクチンの話

看護教室 東６病棟　看護師
河　野　里　絵

家庭でできる誤嚥予防
足　立　綾　佳

平成31年
１月28日㈪

健康講座 第一肝胆膵内科部長 成　田　竜　一 放っておくと怖い脂肪肝の話

看護教室 管 理 栄 養 士 森　山　直　美 脂肪肝の食事

２月25日㈪
健康講座 脳神経内科　部長 森　　　敏　雄 パーキンソン病について

看護教室 薬 剤 師 濱　野　峰　子 お薬の豆知識

３月２日㈯ 市民公開健康講座　〈場所〉J：COMホルトホール大分　３階大会議室

【　　場��所　　】� 大分市千代町３丁目2－37
� 大分赤十字病院管理棟�5階�大会議室
【　　時��間　　】� 14：00～15：30
【お問い合わせ先】� 大分赤十字病院　社会課　TEL�097－532－6181㈹
※事前申し込み不要。お気軽にどうぞ。
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ご利用案内
＞受付時間（月曜日～金曜日）

8：30～ 11：00
※急患はこの限りではありません。

＞面会時間（月曜日～金曜日）
13：00～ 20：00

（土・日・祝）
10：00～ 20：00

〒870-0033  大分市千代町３丁目２番37号
TEL.097-532-6181  FAX.097-533-1207
医療連携・患者支援センター 097-540-6167（直通）
http://www.oitasekijyuji.jp/

大分赤十字病院 検 索

新川交差点

大分県信用組合

大分中央警察署
市役所

トキハ

都　町

堀川通り

JR大分駅

至別府

至別府

至鶴崎

至鶴崎

国道10号線

大
道
バ
イ
パ
ス

Access
大分赤十字病院までのご案内

県庁

N

大分交通バス JR大分駅前から新川経由行きに乗車
 「日赤病院入口」下車→徒歩3分
 春日神社経由行きに乗車
 「都町三丁目」下車→徒歩3分

タ ク シ ー JR大分駅前から約5分（約2㎞）

駐 車 場 立体駐車場　272台
 玄関前　25台（うち身障者用16台）

有料（1時間200円）外来受診者は割引があります。（１階医事課窓口へお尋ね下さい。）

平松学園・幼稚園 東明高校

千代町3丁目

都町

都町三丁目

日赤入口
日本赤十字社
大分県支部

千代町2丁目

大
分
県
信
用
組
合

さかえ
写真スタジオ

大分赤十字病院

Ｐ
Ｐ


